
市
長
就
任
あ
い
さ
つ

津
久
井 

富
雄
市
長
が
就
任

知
恵
を
結
集
し
豊
か
さ
創
造

　
こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
方
か

ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
二
期
目
の
大
田
原
市
政
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
大
き
な
期
待
を

思
う
と
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
、

改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
般
の
選
挙
を
通
じ
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
対
す
る

様
々
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
信
頼
と
期
待

に
お
応
え
す
る
た
め
、
市
民
の
皆

様
と
お
約
束
し
た
施
策
を
着
実
に

実
施
し
、
今
後
と
も
そ
の
負
託
に

応
え
、
大
田
原
市
発
展
の
た
め
に

精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
大
田
原
市

が
明
る
く
豊
か
で
活
力
の
あ
る
躍

進
す
る
都
市
と
な
る
た
め
に
は
、

「
我わ

れ

が
」の
気
持
ち
を
捨
て
、
近
隣

市
町
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
硬
直
化
し
た
財
政
、

少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
等
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
が
、
地
方
の
良
さ
を
発
揮
す

る
た
め
に
地
域
の
資
源
を
生
か
し

な
が
ら
、
都
会
に
は
無
い
、
豊
か

な
田
舎
暮
ら
し
を
実
現
し
多
く
の

方
々
の
定
住
を
促
し
、
出
会
い
と

結
婚
の
勧
め
で
少
子
化
ス
ト
ッ
プ

に
取
り
組
み
、
田
舎
の
魅
力
を
誇

れ
る
若
者
が
住
む
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
守

り
、
幸
せ
感
の
向
上
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
役
割
を
自
覚
し
、
助
け
合
い
、

支
え
合
い
の「
知
恵
と
愛
の
あ
る

共
同
互
恵
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
四
年
間
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
市
長

職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く

思
い
ま
す
。
公
平
、
公
正
、
公
明

を
政
治
信
念
と
し
、
元
気
度
日
本

一
大
田
原
市
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

①すべては子供たちの未来のために　
　　女性が輝ける環境の整備、出会いと結婚の勧め、保育園待機児童の解消、幼稚園の充実、給食費の無料化、

　　徳育を含めた教育力の充実、地域力のバロメーターとなる子育て環境の充実

②高齢者、障害者にやさしいまちづくり
　　地域での見守り支え合い、安心生活創造事業（地域大家族）の全市実施

③地方主権時代の「おおたわら改革」　
　　税の有効活用のため事務事業の徹底した見直し、空き校舎等遊休資産の有効活用、

　　更なる職員定数管理、ＩＣＴ（情報通信技術）化による行政の効率サービスの向上

④緊急雇用経済対策推進　
　　国県制度の活用による教育環境充実、中心市街地活性化創業支援、

　　農業の 6次産業化・法人化、担い手育成支援等による雇用の創出

⑤大田原ブランドの確立
　　大田原の地域資源を使った与一くんブランドの開発、グリーンツーリズムの充実

⑥医療と健康のまちづくり
　　ＳＷＣ＝スマート・ウェルネス・シティ（健幸都市づくり）への加入、地元医療関係機関との連携による安心医療の提供、　　　

　　住めば健康になるまちづくり、健康食育、歩け歩け運動、グラウンドゴルフ場の整備、健康長寿による幸せ度アップ

大
田
原
市
長

津
久
井
　
富
雄

初心を忘れず４年前のお約束をさらに充実させてまいります。
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　国は、平成26年４月からの消費税率引き上げに伴
い、暫定的・臨時的な措置として次の給付金を支給し
ます。申請時期、申請方法など詳しい内容が決まり次
第、広報おおたわらや市ホームページなどでお知らせ
します。

■臨時福祉給付金
●支給対象者…平成26年度分の市民税（均等割）が課税さ
れていない方　
※市民税（均等割）が課税されている方の被扶養者や生
活保護制度の被保護者は対象外です。
●支給額…対象者１人につき１万円
※老齢基礎年金､障害基礎年金､遺族基礎年金､児童扶養
手当､特別障害者手当などの受給者は5,000円加算。
●申請先…福祉課（平成26年１月１日において本市に住
民登録がされている方のみ）

■子育て世帯臨時特例給付金
●支給対象者…平成26年１月分の児童手当・特例給付
の受給者であって、平成25年の所得が児童手当の所得
制限限度額に満たない方
●対象児童…支給対象者の平成26年１月分の児童手
当・特例給付の対象となる児童。ただし、臨時福祉給
付金の対象となる児童、生活保護制度の被保護者にあ
たる児童は対象外です。
●支給額…対象児童１人につき１万円

●申請先…子ども幸福課（平成26年１月１日において本
市に住民登録がされている方のみ）

｢臨時福祉給付金｣や｢子育て世帯臨時特例給付金｣の“振り
込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください
▶市町村や厚生労働省などがＡＴＭの操作をお願いする

ことは絶対にありません。
▶ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んで

もらうことは絶対にできません。
▶市町村や厚生労働省などが、給付のために手数料など

の振込を求めることは絶対にありません。
▶現時点で、市町村や厚生労働省などが住民の世帯構成

や銀行口座の番号などの個人情報を照会することは、
絶対にありません。

　ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）など
をかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、市
役所や最寄りの警察署にご連絡ください。

　《臨時福祉給付金について》
　　　市福祉課　　１階　（２３）８７０７
　《子育て世帯臨時特例給付金について》
　　　市子ども幸福課　　１階　（２３）８９３２
　《両給付金共通》
　　　厚生労働省給付金相談専用ダイヤル
　　　　　　０５７０（０３７）１９２
　《警察相談専用電話》　＃９１１０

給付金が支給されます
消費税率の引き上げに伴い

　本市では、行政改革の推進にあたり、「行政改革推進
委員会」を設置し、行政改革大綱の実施状況についての
助言などをいただいています。
　このたび､前委員の任期満了に伴い､新委員を募集します。
●構成と内容…市民の方々からの公募委員と、各種団
体の代表者で構成され、行政改革大綱に基づく実施状
況についての調査・助言を行います。
●応募資格…市内在住で行政改革に関心があり、委員
会（平日開催予定）に出席可能な方
●応募人員…10 名以内
●任期…２年（平成 26 年７月１日～平成 28 年６月 30 日）
●応募方法…５月 20 日（火）までに、申込書に必要事項
を記入し、下記まで郵送または直接持参。（郵送の場合
は、当日消印有効）
※申込書は、総務課、各支所、各出張所に備え付けて
あります。また､ 市のホームページからダウンロード

もできます。
●選考方法…選考委員会にて選考
　　　〒３２４ ‐ ８６４１　大田原市本町１- ４- １
　　　総務課　　 ２階　（２３）１１１１　

行政改革推進委員会委員募集

　大田原市教育委員会委員が、市議会３月定例会で同意
を得て､ ４月１日に任命されましたのでお知らせします｡
　任期は平成 28 年９月 30 日までとなります。
●教育委員会委員
　川上  聖子  氏 （ 新任　本町１丁目 ）　
　なお、前任者の塙  秀子  氏は平成 26 年３月 31 日をもっ
て辞職しました。
　総務課　　２階　 （２３） ８７０２

教育委員会委員の任命
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